
平成 23年 10月 30日(日) 

第一回 津谷大沢区震災復興会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



津谷大沢区震災復興会議設置要綱

(設置)

第 1条 津谷大沢区振興会 (以下 「振興会」という。)は、東 日本大震災によっ

て大きな被害を受けた津谷大沢区 (以 下 「地域」という。)の震災復興を地域

あげて取り組むため、津谷大沢区震災復興会議 (以下 「会議Jと いう。)を設

置する。

(会議の役割)

第 2条 会議は、地域の震災復興計画 (以下 「計画Jと いう。)を策定するとと

もにその計画の推進を図ることを役割とする。

(組織)

第 3条 会議は、振興会長、振興会副会長及び振興会役員並びに振興会長が委

嘱する地域住民を持つて組織する。

2 会議には、顧問及び参与を置くことができる。

3 顧問及び参与は、振興会長が会議に諮つて委嘱する。

(会議)

第 4条 会議は、振興会長が招集 し、座長 となる。

2 振興会長に事故あるときは、振興会副会長が代理する。

(部会の設置)

第 5条 計画の策定にあたり、必要に応 じて部会を設置することができる。

2 部会の構成及び運営に関しては、振興会長が会議に諮つて別に定める。

(経費)

第 6条 会議に要する経費は、振興会が負担する。

(庶務)

第 7条 会議の庶務は、振興会事務局及び振興会長が指名 した者が処理する。

(その他)

第 8条  この要綱に定めるもののほか必要な事項は、振興会長が会議に諮つて

別に定める。

附 則

この要綱は、平成 23年 10月 」′日から施行する。
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(1)報告

東 日本大震災における本吉地域内の被害及び復旧状況について

◆「東北地方大平洋沖地震」概要
・発生日時 :平成 23年 3月 11日 (金) 午後 2時 46分頃

・震源の緯度、経度、深さ :北緯 38° 06 2' 東経 142° 51 6' 24血
・規模 (マ グニチュ~ド): 9 0
・各地の震度  (気象庁発表)

纏議訓r16弱 (5 5)※総合支所内地震計

〔赤 岩〕 6弱

〔笹が陣〕5強

〔本吉町〕5強

~   
◆「東日本大震災」被害概況
・人的被害 (H239月 30日 現在判明分まで)

市内における死者数    1, 026人 (う ち身元不明遺体 130人)

〃   行方不明者数   383人
合  計      1,409人

※死者は気仙沼警察署検死者数、行方不明者は同署への届出者数

・被災世帯数  約 9, 500世帯 (35 7%)
※推言t()は 世帯数 (26,601世帯 H232月 末)に対する害1合

■ 本吉地域被害状況等

1 被害の状況

(1)死 者 数 75人 (10月 18日 現在)

(2)行方不明者 68人 (  〃   )
(3)被災家屋数 (9月 30日現在市税務課調べ)       (単 位 :棟 )

地区名 全 壊 雛
壊

大

半
半 壊 一部損壊 計

地域の棟数に占

める被害の富」合

小 泉 1,118 57 28 75 1,278 693%

津 谷 175 77 126 286 664 113%

大 谷 1,109 174 128 227 1,638 43 69る

合 計 2,402 308 282 588 3,580 312%

‐  2 避難所の状況 (10月 17日現在 )

〔1次避難所〕

(1)避難所開設数  0箇所

(2)避難者数   0人
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〔閉鎖した避難所〕 26施設

今野建設自主避難所 (326) 表山日会館     (45) 林の沢振興会館   (421)

大光建設自主躙 所 (331) 海]能2コ ミュニティセンター     (4 1) はまなすの丘    (424)

松岡タウンセンター (322) 登米沢多目的集会場  (418) 熊谷建設自主避難所  (426)

舘岡コミュ■ィセンター  (322) 松ヶ沢ミュ■ィセンター  (330) 大沢自主避難所    01)

津谷松尾コミュ,ィセンター (613) 仙翁寺       (613) 福祉施設めぐみ   (73)

高自主避難所   (711) 寺谷バrティセンター      (7 14) 室根交流センター   (714)

測 |け'ユ自主避難所 (717) 福祉施設春圃苑   (726) 1日 津綱 ‖刀雛     38)

本吉公民館    (819) 浜区多目的集会所   1826) 清凍院       (826)

大谷公民館    (826) 小泉中学校     (95)

※ 3月 14日 時点の避難者数 約4, 500人

3 ライフラインの状況

(1)電  気  全域で通電 (ただし、津波被災地区の一部を除く)

(2)上 水 道  全域で通水 (ただし、津波被災地区の一部を除く)

臨時給水所 (中郷会館、小泉児童遊園、清泉寺入口)

(3)下 水 道  処理上の機能が停止 しているが、一次処理後放流

(4)固定電話  津波浸水区域の一部を除き通話可能

(5)携帯電話  全域で通話可能

(6)道  路  国道・県道・基幹市道は通行可 (一部使線で通行止め箇所あり。)

4 仮設住宅の入居状況 (10月 18

第 2 次 ガヽ泉中学校校庭

第 4,5次 大谷中学校校庭

第 5 次 津谷小学校校庭

第 6 次 津谷高岡住宅跡地

第 7 次 1日小泉中学校跡地

第 8 次 はまなす台住宅団地

第 8,10次 蔵内地区A・ B
第 12次 山田大名広場

第 13次 1日本吉農改跡地

第 14次 今朝磯地区

第 14次 外尾地区

第 14次 卯名沢地区

第 14次 天ヶ沢地区

日現在 )

93戸 (入居済み)88世帯・ 303人・空室 0
186戸 (入居済み)160世帯・ 478人・空室 0
20戸 (入居済み)20世帯・ 69人・空室 0
17戸 (入居済み)17世帯・ 42人・空室 0
21戸 (入居済み)19世帯・ 59人・空室 0
15戸 (入居済み)15世帯・ 46人・空室 0
18戸 (入居済み)11世帯・ 50人・空室 0
35戸 (入居済み)26世帯・ 81人・空室 3
27戸 (入居済み)25世帯・  49人・空室 1
9戸 (入居済み)9世 帯・ 21人・空室 0
8戸 (入居済み) 8世帯・ 26人・空室 0
14戸 (入居済み)8世 帯・ 21人・空室 5
50戸 (入居済み)46世帯・ 139人・空室 1

第 15次 小泉小学校駐車場  : 10戸 (入居済み)7世 帯・ 29人 空室 0
計        523戸       459世 帯・ 1,413人・空室 10



5 がれき仮置き場指定
。一般用   旧ハマダ本吉店跡地・本吉町沖の日          2箇 所
・業者用   二十一浜・猪の鼻・沖の田              3箇 所

6 私有地のがれき等の撤去 (10月 17日現在)

・完了地区 :小泉浜 1・ 小泉浜 2・ 小泉新町・イヽ泉仲町・ガヽ泉下町・イヽ泉西・イヽ泉

東・猪の鼻・表山田・津谷下町・津谷街・津谷仲町・登米沢・津谷

大沢・大谷東                    15地 区
・未完了地区 :高 1(90%)・ 高2(90%)・ 大谷前浜 (80%)・ 天ヶ沢 (90%)・

山谷 (90%)。 日門 (90%)・ 三島 (70%)・ 大谷南 (80%)・ 寺谷 (90%)・

中郷 (80%)                    10地 区

7 家屋等解体撤去 (10月 17日現在 )

・本吉地域撤去年内実施予定 (国道 45号線補修工事優先による)

8 小型漁船

・在港船約 1, 000隻中、約 780隻流出  (※県漁協大谷本吉支所より)

・被害船に対する、共同利用小型船建造事業が創設された。 (2/3国 ・県補助)

・ボランティア団体より、 42隻の寄贈を受けている。 (※県漁協大谷本吉支所より)

9漁  港
・第 1種漁港 :8港において沈下、流出等の壊滅的な被害

現在、国の災害査定を受ける準備。漁港内のガレキ撤去は実施済み。

・第 2種漁港 :1港 (日 門)において壊減的な被害。

漁港内のガ レキ撤去については、管理者 (県)が実施済み。

10 農林業施設
・農地被害

・農  道

・用排水路
・山林被害

・林  道

田 :約 220ha 畑 :約 100ha  計 :約 3 2 0ha

県営圃場整備内の区域内農道 用排水路の復旧について検討中

北明戸線は、災害査定の準備中

津波区域外の農道 (段差・舗装ひび割れ等)は、復 1日 予定

津谷街排水路は、津波により被害をうけ、災害査定の準備中

塩害による被害は、約3 ha(県営による塩害本の伐倒作業を検討中)

小屋の沢蕨野線は、現在一部通行制限。災害査定の準備中

平山線は、現在落石によリー部通行制限

‖ 防災行政無線
・既設同報系防災行政無線 43局中 被災6局 (破損倒壊 3局 故障3局 )

・故障3局は、仮復旧済み。

12 消防車両
・小型動カポンプ付積載車・ポンプ車  27台中 流出4台
・ 3台補充済み (ポンプ車2台、積載草1台 )
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13 消防屯所及び水防倉庫

・消防屯所 33箇所中  全壊・流出 11箇 所
。水防倉庫 4箇所中  全壊・流出  2箇 所

14 公共施設の被災状況

・地域コミュニテイ施設 (31施設中):

全壊 (流月 10施設

小泉新町会館、小泉仲町振興会館、小泉下町振興会館、幣掛ふれあい会館、

在区コミュニティセンターヽ大沢生活改善センター、高漁村センター、前浜

マ リンセンター、 日門コミュニテイセンター、三島コミュニティセンター

大規模半壊  2施 設

大谷漁村センター、中郷会館

一部破損   5施 設

漆原コミュニティセンター、山田生活改善センター、登米沢多目的集会場、

風越コミュニティセンター、狼の巣多目的集会場

・本吉地域公共ネットワーク :

光ファイバ被災状況 光ファイバ総構築距離 71,953mの 内総被災距離 26,963m

本吉斎場 :

津波浸水被害を受けたが、応急復旧し現在稼動 している。 (待合室は修繕予定1)

・大谷地域福祉センター :

全壊 (建物内部まで浸水 し、電気設備、浄化槽設備使用不可能)

・児童遊園 :

大谷児童遊園、小泉児童遊園は、津波により流丸

・大谷歯科診療所 :

全壊 (施設は撤去済)芳沢医師に賃貸借契約 していた物件である。

※ 仮設の診療所建設予定 (官城県歯科医師会)

・′1ヽ泉j‖ さけ
=、

化場 :

全施設流失 (飼育池及び取水井戸を除く。)

・大谷海水浴場 :

護岸の倒壊、防潮林の流出、周辺施設 (公衆トイレ・更衣施設)力 全`壊

・小泉海水浴場 :

護岸の倒壊、防潮林の流出、周辺施設 (公衆トイレ・更衣施設)が流失

・はまなすステーション :

全壊 (事務室、売店、レス トラン等施設内及び電気、機械設備が使用不可能 )

・気仙沼市本吉農林水産物直売センター :

既存施設の鉄骨材を残 し、木造増築箇所・売店設備等の全てが流失

既存鉄骨材を利用し、仮設の直売センターを4月 29日 から再開

・気仙沼市本吉農林水産物加エセンター :

既存施設の全てが流出

公衆用 トイレ、シャワー・更衣室 :

公衆用トイレ (7箇所全壊・流失)シャワー (2箇所流失)、 更衣室 0箇所全壊・流失 )

・駐車場 :

大谷海岸 (沈下、表面流失)、 登米沢海岸 (流失)、 小泉海岸 (流失 )



・はまなす公園 :

公園内にあつたハマナスの本の多くは流失 (土砂堆積)

・津谷街浄化センター :

津波浸水 したが、一部復旧稼動。簡易処理により対応。

本吉水道事務所 :

事務所は全曳  (取水ポンプは、復旧して稼働中。)

事務所は、本吉総合支所東分庁舎 2階に仮移軌

・市立本吉病院 :

1階が津波浸水によリー部損壊 し、医療機器等も使用不亀

10月 1日 より、医師 1名赴任、医師派遣協力を受けて診療体制ほ

・教育施設 :

〇小泉公民館 :流失 (現在、小泉中学校体育館内で再開)

○大谷幼稚園 :津波の浸水により、再開未定 (現在、大谷小学校校合にて再開)

○大谷小学校、大谷中学校 :両校 とも津波により、 1階床上浸水 (復旧済み)

大谷小学校プールは全壊、両校の校庭に仮設住宅が建設されたことにより、

隣接地を借用し、仮校庭を確保

15 支援活動団体

・「社会福祉協議会ボランティアセンター」

気仙沼市社会福祉協議会ボランティアセンターは、はまなすホールに開設中。

16 仮設住宅団地におけるコミュニティづくり (10月 18日現在 )

・親睦会結成済み :6団地

小泉中学校    6/1「小泉中仮設住宅自治会 J

蔵内地区     7月 末 「希望の丘J

山田大名広場   9/16「山田大名広場住宅自治会」

高岡住宅跡地   9/27「高岡仮設住宅親睦会」

旧本吉農改跡地  9/30「農改住宅親睦会」

天ヶ沢地区    10/4「天ヶ沢住宅親睦会 J

・結成検討中  :4団 地 (津谷小、旧小泉中跡地、はまなす台、今朝磯地区)

・未   定  :4団 地 (卯名沢地区、外尾地区、小泉小駐車場、大谷小 中)

17 大谷鉱山

3月 11日 の東 日本大震災により萱刈堆積場の一部が液状化 し、全体 (約 40万ポ)

の約一割が下流方向に流失した (流失鉱さい約 4万 11i、 民家 1件が埋没 し全壊、

人災なし)。 流失 した鉱さいは、萱刈沢を流れ大朴木川との合流点付近 (河 日から約

800m)に達 した。なお、流失した鉱さいの一部が津波の引き波にさらわれて、赤牛

川河日付近まで到達した。

萱刈沢中流から赤牛川河口にかけての鉱 さい撤去 (6月 完了)後、土壌検査及び

萱メ」沢中流部の土地境界確認並びに農地復 1日事業実施中。その後萱刈堆積場の本格

復旧予嵐



東 日本大震災による津谷大沢地区の被災状況

① 人的被害 死者  1名

② 被災家屋 38世帯  に瀕 16世帯、大規模半壊 2世帯、半壊 5世帯、

一部破損 15世帯)

③ 浸水面積 1 5ha

④ 産業基盤 被害漁船 :流失45隻、損壊 14隻 (登録漁船 59隻 )

船引揚機全部流失損壊

被害養殖いかだ :わかめ44台、ほや 14台   |
被災漁港 :大沢漁港 (船揚場 。物揚場が沈下及び損壊 )

土台磯漁港 (消波堤沈下)

被災農地 :田 2 6 ha、 畑 2 4 ha   ,
被災農業施設 :揚水ポンプ場 2ヶ 所 (3台 )

被災農機具 :ト ラクター 5台

その他耕新機、ハーベスター、日植機等 (数台)

農地海岸 :法面崩落が全体に亘っている

離岸堤 (プ ロック)全体に崩落、沈下

工場 :lヶ 所損壊 (山証新、旧工場損壊 )、 トラック流失 9台

⑤ ライフライン 電気 :4月 15日 に津谷長根・大沢の一部区域が通電、 5月 30日 まで

には津波等で甚大な被害を受けた地域や、不在等により屋内配線

の安全が確認出来ず送電を保留 している方を除き、電力が復旧。

電話 :3月 中に 42局の一部区域は通話可能 となった。

大沢地区内の全域通話可能は 7月 27日。

水道 :6月 8日 に大沢の一部区域で通水、 6月 14日 までにはほとんど

の世帯に通水。水管橋 2ヶ 所流失。

⑥ 教育文化 史跡 :不動尊流失、磐午天王碑流失、琴平石祠流失、弁財天石祠流失、

(竜神石祠 ?)

⑦ 地域コミュ●ィ施設 大沢生活改善センター流失

③ 交通基盤 鉄道 JR気仙沼線不通

国道 45号大沢橋付近一部決壊

市道 (大沢漁港入 口道)2ヶ所 L=100m、 W=4m決 壊

大沢橋 L=16m、 W=4 nt崩落

⑨ 河 川 大沢川下流部両岸一部決壊

⑩ 消防施設 大沢消防屯所流失、小型動カポンプ付積載車 1台流失

① 自家用自動車 トラック (軽 トラック含む)6台、乗用車 (軽乗用車含む)14台流失

/
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津谷大沢区復興計画 
    の策定について 

平成23年10月30日 

復興に向けた新しい公共の場づくり協議会 



復興計画づくりの基本的考え 
○ じっくりだがスピード感のある検討と取りまとめ 
○ 全てが同じようにするわけではない 
○ 段階的な組み立て  骨格が先でもフィードバックさせる 
○ 公共事業型の復興事業が先行するとしても、生業・コミュニティの復 
   興も同時 
○ 生業とくらしを一体的に捉える 
○ 段階的な減災プログラム  風景を活かす  人と海の関係を保つ 
○ 山・杜・海の相互連携を大事にする  歴史・文化、地域性に根ざす 
○ 一人、ひとりのニーズに応える 
○ これまでのコミュニティを断ち切らない 
○ 雇用を生み出す 

大沢区を一つの生活・産業圏として再生・強化 



復興の流れ 

みなさん
の想い 

復興目標 
 
 
 

具体的な姿・形 
実現手法・手順 
スケジュール・予
算 

計画を実行し、
モニターする 
 
 

○何をやらなければな 
  らないのか 
○何を我慢して何を優 
  先するのか 
○スピード感 
○ソフト事業も大事  

○使命からのブレーク 
  ダウンした目的指 
  向の計画 
○重要度・実現可能 
  性・予算などを考慮 
  したプログラム 

○進捗状況のチェック
○復興計画の見直し 
 
 
 
  

復興計画 
モニタリン

グ 



復興まちづくりの流れ 

気仙沼
市震災
復興計
画 

津谷大沢
区復興会
議による
復興計画
の策定 

行政計画 
の位置づけ 
市民計画
の位置づけ 

事業
計画 

復興まち
づくり事
業の実
施 

復興まち
づくり事
業の進
行管理 

復興記録 

市など
の関係
機関と
の協議・
調整 

復興ソフト事業の展開 



復興計画づくりの流れ 

復興会
議の立
ち上げ 

復興ま
ちづくり
の目標 

目標達成
のための
手段・方法 

具体的な
事業手
法・スケ
ジュール 

復興計
画の取
りまと
め 

大沢振
興会に
提出 

大沢振
興会に
よる計
画承認 

支援体制 

相談窓口 

○歴史・文化、地域性 
○既定計画 
○被災状況調査 
○意向調査 
○動向予測 

情報提供・収集 

大沢区民の創意形成 



復興会議の流れ 

第1段階 
□ 復興会議 
  の立ち上げ 
□ 復興まちづ 
  くりの流れ 
□ 復興計画 
 づくりの流れ 

第４段階 
□ 事業手法 
□ スケジュー 
   ル 
 
 
 

第３段階 
□ ハード事業 
   計画 
□ ソフト事業 
   計画 
 
 

第２段階 
□ 復興まちづ 
  くりの基本 
  方針 
□ 復興意欲 
  の向上 
 

第５段階 
□ 復興計画 
  の取りまと 
  め 
 
 
 

・会議の
もち方は
（討議型、
体験型） 

 

・意向調
査の方法
は（早く聞
きたいこ
とは） 
・会議の
見える化
は 

 

・市との
調整は 

 

・優先順
位は 

・総意か、
少数意見
は 
・計画の
位置づけ
は 

10月30日 11月 1２月～2月 ３月 ３月30日 



少し整理すると 
助かったもの・直すもの・もとに戻すもの・やめるもの・改める
もの・守るもの・続けるもの・伸ばすもの・復活するもの・新た
に始めるものは・・・   ふたたび投資する気になる 

ここから 
課題を見つけ出す   復興重要課題を選定 
         実現のための手段・手法   復興施策体系を 

何を優先するのか   アクションプランと数値目標を 

こんな大沢区に、そんな想いが計画として 
      統合・共感され、意志と力になります 

柔軟な姿勢で積み上げていきましょう 
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